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 公益財団法人辻静雄食文化財団は、2026 年 8 月 19 日（水）14：00 より、辻調理師専門学校 東京にて、 

第 17 回辻静雄食文化賞贈賞式を開催いたしました。 
 

 第 17 回辻静雄食文化賞には、茶事で供する懐石の特質とその変遷を資料から丹念に読み解くことによって、日本

料理そのものの本質に迫った秀逸な作品として評価された、『懐石新書』（依田徹・著／淡交社・刊）が、そして専門

技術者賞には、既成の価値観を打ち破る、研ぎ澄まされた清新な料理を生み出し、日本料理にさらに開拓すべき未

知の領域があることを指し示した、「明寂」店主 中村英利氏と、限られた空間の中で料亭料理の趣向性、割烹料理

の即応性、郷土料理の風土性などを高度に融合し、独自の豊かな日本料理の世界を切り拓いた、「片折」店主 片

折卓矢氏の 2 名が選定され、同財団より表彰されました。 
  
 

名  称：  第 17 回辻静雄食文化賞 贈賞式 

日  時： 2026 年 8 月 19 日（水） 14：00～16：00 

場  所： 辻調理師専門学校 東京 （東京都小金井市貫井北町 4-1-1） 

受賞者： ■第 17 回辻静雄食文化賞 

     『懐石新書』（淡交社刊）著者 依田徹氏 

   ■第 17 回辻静雄食文化賞 専門技術者賞 

     「明寂」店主 中村英利氏 

     「片折」店主 片折卓矢氏 

主 催： 公益財団法人辻静雄食文化財団 

後 援： 学校法人辻料理学館 辻調理師専門学校、辻調理師専門学校 東京 

～ よりよい「食」を目指し、新しい世界を築き上げた作品や個人を顕彰 ～ 

第17回辻静雄食文化賞／専門技術者賞 贈賞式開催 
書籍『懐石新書』（依田徹・著、淡交社・刊） 

専門技術者賞は中村英利氏（「明寂」店主）、片折卓矢氏（「片折」店主）の 2 名が受賞 

 

 

 

 
 

 

報道関係各位 

（左から）辻芳樹、湯山玲子、依田徹、中村英利、片折裕美、門上武司  ※敬称略 



 
   
＜第 17 回 辻静雄食文化賞＞ 
 

■依田 徹氏 ／『懐石新書』（淡交社刊）著者 
     

「この度は辻静雄食文化賞に私の『懐石新書』を選んでいただきありがとうござ

います。元々懐石は茶人がつくる料理でシンプルなものでした。ところが近代以

降、料理本ができて料亭の美しい料理が紹介されるようになり、懐石を作るハ

ードルがどんどん上がっていきました。例えば、正しい懐石は真薯のお椀でなけ

ればならないという約束事ができてしまった。これが懐石料理の幅を狭めている

ように感じています。そういう約束事を外していくことで、非常に自由な料理の世

界が広がるのではないか。懐石の歴史は実は今も変化しているもので、それを

理解すればもっといろいろな可能性があり得るんだということを、お茶をやってい

る人たちに紹介したいというのが本書に込めた想いです。これを手に取っていた

だいた方に何か一つでも料理の歴史に気づきをもっていただければ幸いです。」 

 
       
＜第 17 回 辻静雄食文化賞 専門技術者賞＞ 
 

■中村 英利氏 ／「明寂」店主 
 
「本日はこのような賞を受け賜わり、選考委員の皆さま、財団の皆さま、誠にあ

りがとうございます。私は料理人になって 30 年になります。料理は包丁を握った

瞬間から始まるものであり、山や木、水や土、風や光、その循環で成り立つこと

を強く感じるようになりました。私はそれをゼロの視点と呼び、料理人はそのゼロ

から始まる循環に耳をすまし、料理に託し、お客様に届ける仕事だと思っていま

す。この賞は私一人の力でいただけたものではありません。食の循環に携わる

人々の想いや毎日共に挑戦し続けてくれる仲間たち、私たちの料理を信じてく

れるお客様に、この場を借りて深く御礼申し上げます。これからも日本料理を

通して日本のすばらしさを伝えていきたいと思います。私たちの料理を召し上が

ってくださる方が改めて日本はすごいなと感じていただける仕事をこれからも積み

重ねていきたいと思います。」 

 
     

■片折 裕美氏 ／「片折」女将、店主代理 
 
「本日は主人が出席できず、ことづかってきた言葉をそのままお伝えします。 

この度はこのような栄誉ある賞を賜り、誠にありがとうございます。地方にお店を

構えているからこそ、海や山、里の恵みの豊かさを日々実感しております。料理

人は多くの方々の手を経て完成するひと皿の価値を少しでも高め、お客様へ

届ける最後の走者であり、その土地の風景や文化まで一緒に味わっていただく

ことが役割だと考えています。便利になり、情報も瞬時に世界へ届く時代です

が、料理だけは人の手でしか作れません。素材と向き合い、人と向き合い、季

節と向き合う。その時間こそが料理の価値であり、日本料理の美しさだと思い

ます。これからも金沢という土地に根を張り、生産者の皆様とともに歩みなが

ら、日本料理の魅力をひと皿に込めて、お客様へ届けてまいります。そして、次

の世代の料理人がこの仕事に夢や誇りを持てるよう、私自身も学び挑戦し続

けていきたいと思っております。」 

 

 

 

第 17 回辻静雄食文化賞 受賞作・受賞者コメント 



 
 

日本の食文化の幅広い領域に注目し、よりよい「食」を目指した目覚しい活動を通じ、新しい

世界を築き上げた作品、もしくは個人・団体の活動を対象に選考し、これに賞を贈るもの。ま

た特別部門として専門技術者賞を設け、調理や 製菓等の現場で活躍する技術者を顕彰す

る。辻調グループ創設者・辻静雄の食文化普及の活動を記念し、またその志を受け継ぎ、食

文化の多様で豊かな発展に寄与することを目的として、2010 年に辻調グループ創立 50 周年

記念事業として創設された。以後、毎年実施。 

（公式サイト） https://tsujishizuo.or.jp/award/ 

 

 

 

 

第 17 回辻静雄食文化賞 選考委員会 （敬称略） 

委員長：  鹿島茂（フランス文学者、明治大学名誉教授） 

委員：  石毛直道（国立民族学博物館名誉教授、文化人類学者） 

   福岡伸一（青山学院大学教授、分子生物学者） 

   湯山玲子（著述家、プロデューサー） 

   辻芳樹（辻調グループ代表、辻調理師専門学校校長） 

   八木尚子（辻静雄料理教育研究所副所長） 

 

第 17 回辻静雄食文化賞 小委員会 （敬称略） 

委員：  門上武司（「あまから手帖」編集顧問）  

君島佐和子（フードジャーナリスト）  

柴田泉（「料理王国」編集長）  

戸田顕司（日経ナショナル ジオグラフィック 社長補佐）  

長沢美津子（朝日新聞 くらし科学医療部記者）  

浜田岳文（株式会社アクセス・オール・エリア 代表取締役）  

林由香（株式会社 KADOKAWA 海外事業局 海外事業総括部 編集）  

山田健（サントリーホールディングス株式会社 MBC 開発研究所シニアアドバイザー  

兼 サステナビリティ経営推進本部シニアアドバイザー）  

山内秀文（元辻静雄料理教育研究所研究顧問）  

八木尚子（辻静雄料理教育研究所副所長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

<ご取材／報道に関するお問い合わせ> 

辻調グループ広報担当：渡邉 TEL：06-6629-0206 ／ E-mail：tsujichopress@tsujicho.com 

辻静雄食文化賞とは・・・ 

https://tsujishizuo.or.jp/award/

